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學
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雄

牒
妹
敬
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産
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所
設
立
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つ
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て
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縄
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博
士

本

庄

榮

治

郎

時

論
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一
新
地
租
方
案
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聖

博
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汐
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三
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・

雑
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清
費
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合
に
よ
る
米

の
配
給

…

段
別
割

の
存
在
理
由

・

支
那
経
済

の
衰
退

ご
そ
の
復
興
問
題

・
・

近
江
日
野
町
志

を
讀

み
て

・

附

鋒

新
着
外
國
経
濟
雑
誌
主
要
論
題

経
済
學
士

楠

見

一

正

経
済
學
士

今

西

庄

次

郎

経 経 経 経
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學 學 學 學
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菅 大 安 谷
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和
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本
誌
第
二
十

一
巻
乃
至
第
三
十
巻
論
題
索
引



支
那
経
泌

の
衰
退
と
み、
の
復
興
問
題

近
江
日
野
町
志
を
讀
み
て

菅

野

和

太

郎

婁

に
坂
田
、
蒲
生
、
栗
太
、
愛
智
の
四
部
志
を
編
纂
し
九
る

中
川
泉
三
民
の
補

正
に
係
る
近
江
日
野
町
志
が
最
近
刊
行
せ
ら

れ
た
。
日
野
町
志
は
元
来
池
田
毅
氏
が
編
纂
主
任
と
な
り
て
大

正
四
年
以
來
編
纂
に
徒
事
し
、
大
正
九
年
に

一
先
づ
脱
稿
さ
れ

た
が
、
未
だ
出
版
さ
れ
す
に
共

の
儘
に
放
棄
さ
れ
て
居
た
の
を

先
年
池
田
氏
の
物
故
に
よ
り
て
中
川
氏
が
今
般
其
の
原
稿
を
補

正
し
て
印
刷
公
刊
す
る
に
至
っ
た
の
で
あ

る
。

第
三
十
二
巻

四
二
九

第
二
號

一
四
三



近
江
日
野
町
志
を
讀
み
て

・

徳
川
時
代
商
.業
上
に
大
活
躍
し
た
る
近
江
商
人
は
近
江
の
到

る
虎
よ
り
出
で
し
も
の
で
な
く
、
主
と
し
て
蒲
生
、
神
崎
、
愛

智
の
三
郡
よ
り
出
で
、
而
か
も
其
の
典
型
的
の
近
江
商
人
と
し

て
は
、
八
幡
商
人
、
日
野
商
人
、
五
箇
荘
商
人
の
三
者
を
塞
ぐ

る
こ
と
が
出
來

る
。
共

の
日
野
商
人
を
出
し
九
る
日
野
町
の
町

志
が
編
纂
さ
れ
ね
る
こ
と
は
、
近
江
商
人
研
究
上
に
石
釜
な
る

指
針
が
與

へ
ら

れ
た
と
言
ふ
べ
き
で
あ
ら
　
。

日
野
町
は
人
口
七
千

足
ら
す
の
澱
九
る
町
で
あ
る
が
、
其
の

町
志

が
三
巻
十
七
篇
よ
り
成
る
大
町
志

た
る
鮎
よ
り
見
れ
ば
、

日
野
町
は
如
何
に
多
く
の
史
實

に
富
め
る
町
で
あ

る
か
を
知

る

に
足
る
。
十
七
篇
の
内
日
野
商
人
の
こ
.と
を
主
と
し
て
記
述
し

九
る
部
分
は
第
九
篇
の
商
業
志

及
び
第

十
篇
の
工
業
志
で
あ

る

が
、
其

の
他
の
箇
所
に
於
て
も
商
人
の
こ
と
に
言
及
さ
れ
て
居

る
鮎
は
少
く
な
い
。

日
野
商
人
と
し
て
特
に
稻
せ
ら
れ
る
に
至
り
た
る
商
人
が
日

野
町
、小
り
出
現
し
光
る
に
就
き

て
は
、
真
庭
に
由
来
す
る
虞
が

存
在
せ
ざ
る
を
得
ざ
る
筈
で
あ

る
。
日
野
に
は
中
世
よ
り
既
に

市
が
成
立
し
た
も
の
と
見
え
、
慮
永
三
十
六
年
七
月
四
日
附
の

第
三
十
二
巻

四
三
〇

第
二
號

一
四
四

今
堀
日
吉
紳
耐
文
書
に
日
野
市
の
名
が
記
さ
れ
て
居
る
。
上
下

の
二
布
が
あ
り
、
各
商
品
に
就
き
市
座
を
成
立
し
て
、
市
日
に

り

は
諸
地
方
よ
り
商
人
が
参
集
し
た
。
其
の
後
城
主
蒲
生
氏
郷
は

天
文
十
年
十
二
月
日
野
町
に
掟
十
二
條
を
下
し
、
以
て
日
野
町

の
繁
榮
を
圖
つ
た
。
即
ち
日
野
城
下
を
楽
市
と
な
し
て
、
螢
業

の
自
由
を
保
護
し
、
諸
商
人
及
び
諸
商
品
の
集
散
を
便
利
に
し

地
子
等
を
免
じ
て
螢
.業
を
有
利
な
ら
し
む
る
こ
と
に
し
忙
の
で

あ
る
。
之
が
丸
め
日
野
町
艮
は
大
に
榮

え
九
の
で
あ
.る
が
、
共

の
後
蒲
生
氏
郷
の
伊
勢
松

ケ
島
城
移
封
後
は
、
再
び
立
つ
能
は

ざ
る
が
如
き
大
打
撃
を
受
け
、
其
の
大
宮
た
る
綿
向
聯
肚
の
祭

禮
さ

へ
十
除
年
の
久
し
き
聞
慶
絶
す
る
が
如
く
衰
微
を
来
し
た

と
い
ふ
。
然
る
に
圖
ら
す
も
共
の
禍
が
韓
じ
て
日
野
商
人
を
出

現
せ
し
む
る
に
至
っ
た
。
帥
ち
日
野
町
民
ぱ
蒲
生
氏
を
思
慕
す

る
の
絵
り
、
其

の
移
封
後
も
、
蒲
生
氏
の
城
下

へ
往
復
し
、
其

の
往
還
の
途
中
目
野
特
産
の
漆
器
等
を
行
商
し
て
、
途
に
日
野

商
人
の
名
を
成
す
に
至
っ
た
の
で
あ
る
。

・
日
野
商
人
の
行
商
晶
は
日
野
産
の
日
野
椀
及
び
漆
器
を
圭
と

し
た
が
、
他
に
も
京
呉
服
を
始
と
し
、麻
布
蚊
帳
を
諸
国

へ
持
下

頁
貫
頂

コ

づ

累

算

屯
上
貼

愚
管
巻

O
勾
の



r

つ
た
。
而
し
て
行
商
地
の
事
情
に
通
す
る
に
從
ひ
、
共

の
地
に

出
店
し
た
の
で
あ
っ
て
、
其
の
出
店

「
覧
表
及
び
日
野
商
人
出

店
分
布
岡
を
見
れ
ば
、
各
地
に
如
何
に
多
く
の
出
店
が
あ
る
か

喝

が
分
明
す
る
。
而
し
て
出
店
の
螢
業
種
目
を
見

る
に
、
醸
造
業

の

が
大

孕

を

占

め

て

居

る

。

日

野

商

人

が

特

に

醸

造

業

に

従

事

し

拠

る

こ

と

は

、

以

て

日

野

商

人

の
特

色

を

示

す

も

の

で

あ

り

、

而

か

も

共

の

出

店

の

多

く

が
關

束

地

方

に

於

て

存

す

る

こ

と

も
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更

に
注
意
す
べ
き
は
日
野
商
人
が
徳
川
時
代
に
支
那
貿
易

及
ひ
和
蘭
陀
貿
易
に
從
事
し
九
る
こ
と
で
あ
る
。
帥
ち
中
井
家

は
天
保
四
年
以
来
綜
割
符
仲
間
の
株
を
有
し
て
、
當
時
の
輸
入

品
た
る
生
綜
の
費
買
に
從
事
し
、
上
野
國
伊
勢
崎
に
出
店
し
た

る
若
村
源
左
衛
門
が
文
化
以
來
支
那
和
蘭
陀
よ
り
の
輸
入
品
た

る
薬
種

、
砂
糖
、
染
料
の
費
買
に
徒
事
し
て
富
商
と
な
り
九
る

こ
と
は
其
の
事
例
で
あ

る
。
此
等
の
事
蹟

が
最
近
中
川
氏
の
調

近
江
日
野
町
志
を
讀
み
て

査

に
よ
り

て
明
に

せ
ら

れ
た

る
こ
と
は

、
同

氏
を
大
に

多
と

せ

ざ

る
を

得
な

い
。

日
野
商
人

の
経
螢
方

法

に
就
き
て
観

察
さ
る

・
第

一
の
瓢

は

其

の
店
舗

の
組
織

で
あ

っ
て
、
Z
は
又
.他
の
商
人

に
於
て
は
其

の
類

例
の

乏
し

い
貼
で
あ

る
。
帥

ち

日
野
商

人
は

主
人

自
ら

が

直
接

業
務

に
從

事

せ
す
し

τ
、
支
配
人

若
く
は
番

頭
に
螢
業

に

關
す

る

「
切
の
灌

限
を

委
任
し

、
己
れ

は
多
く

尿
に
あ

り
て
唯

だ
華

長
与
レど
乏
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る
こ
尚
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明
治
以
後
に
於
て
生
じ
た
る
こ
と
は
、
吾

々
の
到
底
之
を
看
過

し
得
ざ
る
こ
と
で
あ
る
。
日
野
商
人
が
徳
川
時
代
あ
れ
程
に
活

躍
し
得
九
の
は
、
彼
等
の
経
螢
方
法
に
時
代
に
投
ず
る
何
物
か

が
存
し
た
が
丸
め
で
あ

っ
た
の
で
あ
る
が
、
明
治
維
新
後
に
於

け
る
肚
會
維
濟
妖
態
の
急
憂
に
際
し
て
、
其
の
保
持
せ
る
経
螢

方
法
が
反
っ
て
時
代
に
背
く
も
の
と
な
り
、
從

っ
て
叉
止
む
な

く
閉
店
を
瞭
儀
な
く
さ
せ
ら
れ
た
も
の
と
言
ふ
べ
き
で
は
な
き

乎
。
此
の
黙
は
日
野
町
志
を
播
き
た
る
日
野
町
民
の
深
く
反
省

す

べ
き
も
の
で
あ
ら
う
.、

徳
川
時
代
の
俗
諺
に
「、近
江
泥
坊
伊
勢
乞
食
」
と
歌
は
れ
た
る

如
く
、
商
人
と
し
て
傑

出
し
た
る
も
の
は
近
江
商
人
と
伊
勢
商

人
.で
あ
る
。
然
る
に
伊
勢
商
人
と
稻
し
て
も
、
共
の
多
く
は
松

阪
よ
り
出
て
居
り
、
そ
の
松
阪
は
日
野

よ
り
移
封
さ
れ
た
る
蒲

生
氏
郷
の
城
下
町
で
あ
っ
て
、
共
の
移
封
の
際

日
野
商
人
を
移

し

て
市
街
を
建
設
し
た
。
松
阪
商
人
と
し
て
有
名
な
る
角
屋
、

衣
屋
等
の
大
富
商
も
日
野
出
身
の
者
で
あ

る
と
い
ふ
有
様
で
,

の

松
阪
商
人
は
全
く
田
野
商
人
よ
り
獲
し
た
と
言

へ
勧
。
近
江
商

人
と
伊
勢
商
人
と
の
聞
に

一
脈
の
相
通
す
る
も
の
が
存
す
る
こ
、

近
江
日
野
町
志
を
讀
み
て

と
は
大
に
興
味
を
惹
く
事
柄
で
あ
る
。

明
治
維
新
の
鴻
業
と
日
野
商
人
の
貢
献
と
の
關
係
が
窺
は
れ

る
記
事
が
牧
載
さ
れ
て
居
る
こ
と
は
特
に
之
を
紹
介
す
る
必
要

が
あ
る
と
思
ふ
。
王
政
復
古
當
初
明
治
新
政
府
は
財
政
窮
乏
を

極
め
た
る
た
め
、
其
の
財

政
を
確
立
せ
ん
と
し
て
三
百
萬
爾
の

會
計
基
立
金
を
調
達
す
る
こ
と
に
し
弛
の
で
あ
る
が
、
日
野
商

人
も
其
の
御
用
金
に
.癒
じ
て
居
る
。
帥
ち
上
は

一
萬
爾
よ
り
下

は
百
爾
に
亘
り
て
合
計
五
萬
五
千
九

百
爾
の
御
用
金
に
慮
じ
た

る
こ
と
は
、
以
て
日
野
商
人
の
富
力
を
示
す
に
足
る
.、

明
治
二
年
新
政
府
は
内
外
商
業
の
振
興
を
圖
る
弛
め
、
大
阪

西
京
等
に
通
商
司
を
設
置
し
、
其
の
通
商
司
を
通
じ
て
我
国
最

初
の
株
式
會
確
た
る
通
商
、
爲
替
の
爾
會
肚
を
設
立
し
、
各
地

方
に
商
社
を
成
立
せ
し
む
る
こ
と
に
し
た
。
日
野
に
於
て
も
大

津
通
商
會
耐
に
属
す
る
商
肚
が
設
立
さ
れ
て
、
合
資
結
肚
の
實

を
學
け
た
る
こ
と
は
、
日
野
商
人
の
新
企
業
に
進
出
し
た
る
こ

と
を
示
す
に
足
る
が
、
遺
憾
乍
ら
共
の
實
績
は
學
が
ら
な
か
っ

た
や
う
で
あ

る
。
兎
に
角
商
肚
に
關
す
る
記
録

が
比
較
的
乏
し

い
折
柄
、
日
野
南
肚
の
こ
と
が
詳
細
に
紹
介
さ
れ
た
る
こ
と
は
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近
江
日
野
町
志
を
讀
み
て

鋤

稗
益
す

る
庭
少
く
な

い
。
唯
憾
く
は
編
者
が
當
時
の
通
商

、爲
替

會
肚
に
通
ぜ
ざ
る
た
め
、
日
野
商
計
　の
性
質
等
が
明
確
に
紹
介

さ
れ
て
居
な
い
こ
と
で
あ
る
。
將
來

日
野
町
志
を
訂
正
す
る
が

如
き
こ
と
が
あ
れ
ば
、
折
角
の
資
料
を
十
分
に
利
用
し
、
明
治

維
新
史
上
重
要
な
る
意
義
を
有
す
る
商
社
の
こ
と
を
詳
細
に
紹

介
し
て
貰
ひ
た
い
と
思
ふ
。

編
者
は
第
九
稿
第

二
十
二
章
に
於
τ
日
野
商
人
立
志
傳
を
載

せ
、
殊
に
天
下
の
豪
商
と
な
り
た
る
中
井
家

に
就
き
て
は
詳
細

に
記
述
し
て
居

る
。
時
間
の
不
足
の
た
め
、
他
の
商
人
の
事
蹟

が
比
較
的
簡
略
に
紹
介
さ
れ
て
居
る
が
、
例

(
ば
矢
野
家
、
辻

家
、
野
田
家
等
に
も
紹
介
さ
る
べ
き
資
料
が
多
く
保
存
さ
れ
て

居
る
筈
で
あ
る
か
ら
、
出
来
得

べ
く
ん
ば
そ
れ
等
の
人

々
の
傳

記
も
詳
細
に
紹
介
し
て
貰
ひ
た
い
と
思
ふ
。
兎

に
角
詳
細
に
紹

介
さ
れ
た
る
中
井
家
の
傳
記
に
よ
り
て
も
日
野
商
人
の
活
躍
に

就
き
て
教

へ
ら
れ
る
鮎
は
少
く
な
い
。
中
井
源
左
衛
門
良
就
が

享
保
十
.九
年

「
介
の
行
商
人
と
し
て
身
を
興
し
、
僅

寿
二
十
徐

年
後
に
は
.既
に
日
本
國
長
者
番
附
に
共
の
名
を
列
す
る
に
至
り

喪
る
が
如
き
.は
、
日
野
商
人
の
面
目
を
躍
如
た
ら
し
め
て
居
る
。

第

三
十
二
巻

四
三
四

第

二
號

一
四
八

同
家

の
記
録

に

よ
り
て

、
同
家

が
奥
州

よ
り
生
縣
を

仕
入
れ

、

そ
れ
を

西
陣
織

及
び
丹
後
縮
緬

の
原
料

と
し

て
供
給

し
た

る
事

蹟

が
明

に
さ
れ

て
居

る
が
、

そ
れ

に
よ
り
て

西
陣

の
磯
達

と
近

江
商
人

と
の
關

係

が
大
膿

窺

は
れ
る
。
徳
川
時

代
諸

大
名

は
富

商

よ
り

の
借
財

に
よ
り

て
辛
く
も
其

の
財
政
を

立
て
九

の
で
あ

る
が
、
仙
毫
藩

も
其

の
例

に
洩

れ
す

巾
井
家

の
援
助

に
よ
り

て

共

の
財

政
を
灘

絶
し

て
來

た

こ
と

が
同

家

の
記
録
に

よ
り

て

示

さ
れ
て
居

る
。
即

ち
巾

井

家
は
大
阪

の
升

小

に
代

り

て
仙

蘇
.藩

)
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`
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`
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ノ
コ
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一
国

百
萬

雨

以
上

に
達
し

た
の
で
あ

る
。
尚

同

家
の
記
録

に
よ
り

τ

共

の
他
徳
川
時

代

に
於

け

る
商
業
状

況
を

知
り
得

る
黙
は
少

く

な
寧以

上
は
大
艦
日
野
商
人
の
立
場
よ
り
日
野
町
志
を
紹
介
し
た

の
で
あ
っ
て
、
吾
々
は

日
野
町
志
を
繙
く
こ
と
に
よ
り
て
日
野

商
人
の
活
躍
を
十
分
に
研
究
す
る
こ
と
が
出
来

、
延

い
て
徳
川

時
代
の
商
業
史
の

}
端
を
明
に
す
る
こ
と
が
出
來
る
。
唯
遺
憾

に
思
ふ
こ
と
は
日
野
商
人
の
事
蹟
を
記
述
せ
る
部

分
が
日
野
町

志
全
禮
に
封
し
τ
、
共

の
占
む
る
真
数
の
少
い
こ
と
で
あ
る
。
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